
























その結果， 1963年採土では1本のアゼナ (Lindernia乃'xidariaL.). 5本の双子葉幼
植物， ミゾハコベ (Elatinetriandra ScHK.) (またはキカシグサ，アゼナ'D. 6本の単
子葉幼植物，タマガヤツリ (Cyterusdもf!ormis1.)またはコゴメカ・ヤツリ (Cy.ρeruslria 
L.)また1964年には多数のイグサ Uuncuseffusus L. var. dec妙iensBUCH町).4本の
トキワハゼ(Mazusjatonicus O. KUN官 E). 2本のタマガヤツリ，ミズワラピ(CeratoJ，ト
teris thalictroides BRONGN.)と1本のトキンソウ (Cent妙edaminima A. BRAUN et 
AscHERSふタガラシ (Ranunculussceleratus L.)などの発芽を見た. それらのうちシ
ャーレで発芽したものはシャーレ中で若干枯死し， また1cm前後の草丈のものをポット
に移植した場合は多数が中途枯死したが，アルミ魚箱を代用した大きな発芽器を用い，か




ゲ (Astrag/ussinicu$ Lふ カラスノェ γ ドウ (Viciase，ρium L.)と推定される幼植物
が自然に発生していた.
当地は，地下水位が高いのでこの層の土壌は握りしめれば因子となるほどの多湿土で，
その水分は21.8--23. J% (Wet base)であり， pH 5. 8--6， 8 Eh 260~44伽nV. であった.
これを風乾してから赤座(1941)の方法， すなわち， 1.47比重の炭酸加里液中でかきま
ぜて土粒を沈澱せしめ上層液から埋土種子を分離検出したところ，多数のイグサ，少数の












面で，地表下37--55cm に横たわっていた 8~20cm 巾 (15cm 巾の部分が多L、〉のうす
い暗茶灰色の水困層の5カ所(A--E)から小万で表面を除いて土塊のままえぐり取って採






た. 移植後は最初には前述の発芽器(8 --350 C)に置いたが生長がよくないので， 11月
21日に戸外に置いたコイトトロ γKB型 (20--250C)に入れ替え， さらに11月29日温
室 (20--300C)に移した.
第2回試験の方法は， a; シャーレによる埋土の発芽試験， b; アルミ平箱での埋土の
発芽試験， c; ザンゴウ霊直断面での発生幼植物の観察などの 3方法が行われた.
a) 1964年9月29日，前年より西に40m隔てた敷地で、新たに掘られたザンゴウから，
地表 40~60cm 下 10--20cm巾(平均15cm)に横たわっていた，前年同様にうすい暗
茶灰色の水田層の3カ所から土塊を採った.当時の土壌水分は22.7%(20. 1~23 % Wet 
base) ，発芽試験は翌日 7gのパーライトを盛ったシャーレに埋土25gを敷き， 20シャー































までに各6本発芽した.それらは10月24日の移植日までは， (1) 5本， (2) 2本がシャ
ーレ中で子葉時代に枯れた. 10月24日に予め殺菌土を5cmの深さで、表層に盛った径13
cmの素焼ポットに(1)は2mm長のもの， (2)は1....2cm長のものを移植し， 戸外



































/1 vム一一一一一向。( /1 20 /1 ) 窃2.10-・4.24
D1 10.16ム一一一-X10.26
w 1 6:一司吋山由 x10.30
/1 9.20ム 。〈草丈2Omm) ()2.18-4t4.24 
E1 9.29ムー一一一一0( /1 18 /1 )ー..，._x12.1
9月4日置床， 10月24日移植，ム発芽 x枯死 O移植。開花・成熟圏不十分な開花.
第 2表 向上10月24日移植後の草丈，業数，開花および枯死状態
1(90561月3日年24目日〉官、事~雑正EE調査\1 日 1964月年2 12107 月 19日 1 J3 21日 2月1日 27月020日 3月6日( 日目) (140日目〉 (151日目) (1 日目) (1節目目)
覇支障覇支障|状態 覇支障|益 菱|ま|霊 霊|支障|蟻覇支障|競
CIll Ull CI1I 
14!健全
CIIl CIII 
391 2110 B2 タマガヤツリ 1 2 31 1 9 6健全 3129 41 32 191 6 48 6 
' 1 1 31 1 4 5半枯れ 枯死
C2 ア ゼ ナ 110.2 212 1.6 14しおれる
D1 タマガヤツリ 1 2 13 116 14健全 7健全 31 33 1415 38 27 1112 57 631 5 
E1 タマガヤツリ 1 1.81 3 12月7日枯死
第 3表 向上タマガヤツリ成熟株の調査(1964.4.24採取)
機t械Rが-雑¥草盆項¥之目¥ 乾重 茎長 1庭教 花茎激 穂数穂当種子数措1定株種子数当
g CIH 
B2 タマガヤツリ 5.8 31. 5 46 29 107 972 103，904 
D1 タマガヤツリ 7.2 37.5 60 24 91 1，368 113.488 







死，早く置床 17~26 日までに発芽した 4 本は. 51日目に移植され，そのうち2本は.64 
~84LJ U. 3，._ 5 cm草丈のとき衰弱枯死し，残りの2株も初期は生長が不良で、あったが温
a.埋土のイグサおよびタマガヤツリの浴券と生育(第2凶シャー レ試験〉
数
又三~査a 'w日後初日後 30日後回日後間日後 1∞日後 125日後 1回日後
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室内で 12月下旬から生長が盛んになり， 2本のうち 1本は， 2月 10日(発芽後137日目)，
他の 1本は， 2月18f:l (発芽後152日目〉に開花を始め，タマガヤツリと同定された(第
1図版b).3月6日茎数 10--12，草丈52--57cmとなり， 3月17日頃に果実の最初の成
熟が見られ， 4月24日に(発芽後211--216日目)抜取った成熟株は，第3表のように乾重








2:7.0 43 50 
16.0 40 63 
24.0 63 59 
25.0 57 67 
35.0 81 93 
31. 0 91 105 
3.2 4 8 
23.2 56.5 65.6 


























8.5 6 17 
11.5 12 24 
2.8 2 7 
7.0 4 10 
14.0 8 13 
25.0 15 22 
12.0 18 34 





3.0 0 9 
5.2 1 15 
1.0 0 3 
2.5 1 12 
5.6 1 14 
10.5 3 17 
5.0 4 20 
2.0 0 4 











4 ~ 5 
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〈第8，9表〉するように，風乾土1∞g中のイグサは 106粒， 20コのシャーレの乾土387g 
中推定410粒の埋土数であり，それを0.3cmの厚さに敷いたとき 80本の発芽は，その発芽
率は 19.5%と推定される.それら幼植物は，第1回10月27日にイグサ 53本，第2回2月
3日にはイグサ 12本，タマガヤツリ 2本 (34粒中2本の発芽なので6%発芽率)がポット
に移植された.すなわち，第1回移植では，移植20日目までに枯死が多く，全期で56本が枯
れ，生存は8本にすぎない(第3図版b).また第2回2月3日に 12本移植したイグサは，








b. 7)1，.ミ箱での発芽生育成績;約Z削 cm2面積のアルミ平籍に埋土15kg(乾土 10.7kg)
を深さ 8cmに盛って温室に置いた試験では，発芽したイグサを第1回2月3日に8本(草




すなわち2(胸 cm2面積内で 11月幻自より 1月5日(再置床40日後)までに62本発芽，
その中6本は 1月20日から2月3日までに枯れ， また2月3日から3月19日までに17
本が発芽し，その期間に4本が枯れた.この箱2α)()cm2の深さ 0.3cm中の換算した埋土
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れて室内に置いた. これを 1965年8月に取り出して pHは東亜電波 KKのガラス電極
pH計 DM-1A型で， Ehは同社の小型携帯用 Eh測定器 RM-1型を用いて測定した.
その結果は， 1963年の採土は pH5. 2-6.0， Eh 4∞-490 mV， 1964年採土は pH5.2-
5.9， Eh 370-471仇nVであった.また新しく 1965年8月にそれらより約1∞m東で地表下
ωcmの水困層から土を採取し，その直後にしらベた結果は， pH 5. 8-6. 8. Eh 2印-440
mV，同風乾後では pH5. 2-6. 4， Eh 4∞-470mV，また同土嬢をアルミ箱に盛って飽和
水分として却日間保った後の測定では， Eh 240-3∞ mVであった。なお対照として湛水
田の水は， Eh 240-3∞mV，湛水下の水図表層 (3cm下〉は pH5.8-7.0， Eh 2∞~筑)()
mV，水より出た畝立栽培の畦上では Eh320-3加mV，水面下5-15cmでは pH6.1-





































決療のため70年来初めて地底を現わした池の泥土を 1904年 11月に発芽試験した時， 多
くの水生植物の他に.Plantago majorオオバコ，Daucus carotaニンジン.Polygonum 
aviculareニワヤナギ.Rumex crisρusナカ事バノギシギシ，Trifoliumρratenseアカツメ
クサなど8種が発芽したことを見ている.また Brenchley(1918)は，イギリスの Rotham-
sted農事試験場の圃場で 1~12 インチの深さに採土して， 現在， 牧草地で50年前に耕
地であった当時の雑草の発生を認めた.近年，また Turi1(1957)は，同農試の一部牧場






埋め以後， 5年.10年おきに取り出して発芽試験した.その実験は Darlington(1951， 61) 
らが引きつづ担当し 70.80年後の発芽成績を発表している.すなわち， 40年後には8種，
70. 80年後には Q，notherabiennisメマツヨイグサ.Rumex cris，ρusナカハギシギシ，
Verbascum blattaiaニワタバコが発芽した〈しかしニワタパコは 40年以前の発表の原表















Lepidimn reρensコセウソウ属など 3種は， 埋土4....6インチの深さのものが早く発芽



































カの Minne叩胞の作物畑で1ft 平方で 6 インチの深さの土嬢中に活力種子 98~3068 粒
(1 a 当り1O.9~341 万粒〉を得た.また Robert (1956)はイギリスの Wellesbourneの
耕地lエーカー当り(表層15cm)日種， 22， ~削万粒 (a 当り 572.5 万粒〉の雑草種子を検
出した.粟野， 飯泉(1956)らの畑地雑草の坦土1∞cc当りの調査によれば.a)無除草
耕地は平均 14.5種数， 346.6粒， b)牧草畑.10.3種， 213.2粒， c)大豆畑11.2種， 141 
粒(lcmの深さに含まれる種子数はa当り 141万粒〉という. また沼田 (1964)らは，地表
下O~30cm内を 6 段階の深さで採土し埋土種子を分離検出した.それによれば， a)ヒメ
ジョン群落で1960年6月，土嬢20.e中24種， 2，607粒，同 12月は1.6.e中14種， 2，∞6 
粒， b)チガヤ群落では同年同量の土で，それぞれ11種571粒， 11種712粒を得た. a 
は，その大部分が0~2cm までの層に含まれ， bは， O~10，または O~20cm 層に保持さ
れているという. 荒井，片岡 (1956)らは，水稲田耕土を表層から 3cmずつに区分し















らは前述の畑地埋土種子教の文献例のうち，きわめて大きL 、 1 例を除けば，そのほぼ 1/2~








忌瓦主旦¥{共試面積 埋土種子数 同左発芽数 発芽司E 1 a当生りの発数
アルミ平箱 2.α'J)d 644 79 '‘ 12.3 39.500 
シ 号・ 一 レ 1.272 410(お) 80( 2) 19.5(5.8) 62.900 
ザ γゴウ垂直面A 4.5∞ 1.450 72事 4.3 16.α附
" B 嘗 " 21ホ 1.4 4.7α>* 
註地表面より深さ 0.3cmの上演中に含まれる種子数. *は10月21日の幼械物数
( )はタマガヤツリ.
芽率5.8%に当る. b)アルミ平績では， 2(削 cm2中に644粒，発芽幼植物が79本，発
芽率12.3%，c) ザンゴウの南向き垂直断面では 4~削 cm2 中 1 ， 450 粒，幼植物 21， 72 
本の発芽率は1.4， 4.3%で、あった.それで発芽率はシャーレにおいて最もよく，ついで平
箱であって，平箱では中途枯死もきわめて少なかった.またザンゴウ垂直面では，発芽が
困難のためかそれらよりかなり低率で、あった. さらにイグサの換算a当り発生は， a) 
62，鋭川本， b) 39，5∞本， c) 4，7∞-16，α治本であり， 1m2当りにしてa，bの395
-629本はかなりの発生密度といえよう.

































地の地表下37~60cm に平均 15cm 巾のうすい暗茶褐色 (dark brownish gray)の水困層
を見たので，その土層から採取した土壌(土壌水分 2.5 % wet base; pH 5. 8~6. 8， Eh 




器(12~310 C) に置床したのちに発芽した幼柄物をポ ットに移摘して温室 (20~300C) に
入れた.第2回試験は 1964年9月29日に採土し， (a)翌日に埋土25gを前年同係シャー
レに置床し，ガラス発芽器 (ll~370C) に入れ，のちに温室(14~280C) に入れかえて生











5) 埋土発芽試験の第2回試験結果は， a) 20シャーレ，埋土500g中からイグサが80





が発芽した. それらの中イグサ 10本が中途枯死したのみで， 他はよく生育しそれらは成










グサ 1.4. 4.3%であった.そのイグサ幼植物のa当り換算ではa)62.筑旧本.b) 39.印O
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a.ア ゼナ Linderniapyxidaria L. (1963. 12. 24撮影〉






















































































イグサ Juncω effususL. var. decipiens Buchen 
a 発芽開始 x15 (1964. 10. 19撮影)
b.生育中 x% (1965. 2. 14撮影)
第3図版 イグサの発苦手と生育
a. トキンソウ Centψeda minima A. Braun et Aschers. 











c.手前タマガヤツリ CyρerusdijJormis L. 
(開花期〉







a. 発芽 3 日後 x 7 
b. 発芽後5日経過 x7 
c. "15日" x 4 
d. "60日" x 1 
e. "110日" x豹
第6図版 埋土種子イグ-If"(Juncusel/lωus L. Var. deciρiens B日日田N)
の発芽および各生育期













































































































































Elatine triandra Schk. 埋土種子 x38 対照種子 x38 
2. イ グ サ
Juncω effusus L. var. decipiens Buchen " x35 1/ x33 
3. タマガヤツリ
Cyperus difformis L. 1/ x40 1/ x30 
第9図版埋土種子の分離検出
